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副
議
長
に
は
秋
山
幸
男
議
員

〜
就
任
ご
あ
い
さ
つ
〜

議会人事改選

髙
山
利
夫
議
員
が
議
長
に
就
任

髙
山
利
夫
議
員
が
議
長
に
就
任
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平
成
24
年
第
２
回
定

例
会
を
、
６
月
６
日
か

ら
19
日
ま
で
の
14
日
間

の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
正
副
議
長
の

選
挙
、
常
任
委
員
会
委

員
の
選
任
、
一
部
事
務

組
合
議
員
の
選
挙
等
、

議
会
の
人
事
を
一
新
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
市
長
提
案

に
よ
り
、
専
決
処
分
の

承
認
３
件
、
平
成
24
年

度
補
正
予
算
案
１
件
、

条
例
の
制
定
・
一
部
改

正
案
３
件
、
及
び
人
事

案
件
１
件
が
提
出
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。
ほ
か
、

平
成
23
年
度
予
算
に
関

す
る
繰
越
報
告
４
件
を

受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
案
に

よ
り
、
下
野
市
議
会
会

議
規
則
の
一
部
改
正
案

１
件
、
及
び
陳
情
採
択

に
よ
る
意
見
書
案
１
件

を
提
出
し
、
す
べ
て
可

決
し
ま
し
た
。 

　

な
お
、
一
般
質
問
で

は
７
人
の
議
員
が
そ
れ

ぞ
れ
市
の
対
応
や
考
え

を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

秋 山 幸 男秋 山 幸 男髙髙 山 利 夫 山 利 夫

６６月６日～日～1919日（日（1414日間）日間）６月６日～19日（14日間）６月６日～19日（14日間）６月６日～19日（14日間）

第２回第２回第２回第２回第２回平成24年平成24年平成24年

下野市議会定例下野市議会定例会下野市議会定例下野市議会定例会下野市議会定例会

　

残
暑
厳
し
い
折
、
市
民

の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご

清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
ど
も
は
去
る

６
月
の
定
例
会
で
、
議
員

各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
正

副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
全
知
全
能
を
傾

注
し
、
職
責
を
全
う
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
分
権
が
進
む
中
、

議

会

の

政

策

提

案

や

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
ど
の
よ

う
に
発
揮
す
る
か
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
開
か
れ
た
議
会
、
信

頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
、

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員

会
の
中
で
積
極
的
な
改
革

の
試
み
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
中
で
、
議
会

の
基
本
と
な
る
議
会
基
本

条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に

な
り
、
議
会
基
本
条
例
策

定
小
委
員
会
を
こ
と
し
の

２
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

来
年
９
月
の
条
例
制
定
を

目
途
に
、
素
案
づ
く
り
に

鋭
意
調
査
研
究
を
重
ね
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
総
合
計
画
も
後

期
基
本
計
画
に
入
り
各
施

策
も
順
調
に
推
移
し
て
い

ま
す
が
、「
下
野
ら
し
さ
」

実
現
の
た
め
、
市
民
の
皆

様
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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　定例会開会日の６月６日、正副議長選挙に続いて、

３常任委員会、議会運営委員会、議会だより編集委

員会の委員選任が行われ、次のような委員会構成と

なりました。

　また、３つの一部事務組合議会議員の選挙が行わ

れ、それぞれ議員が選出されました。

　ほかにも、最終日の19日には、市長提案にて監査

委員の選任同意案が提出され、岩永博美議員が議員

選出の監査委員に選任されました。

岩
永
博
美 

議
員

議
員
選
出
の
監
査
委
員
に

議会の構成決まる議会の構成決まる
　

磯
辺
香
代
議
員
が
６
月

６
日
付
け
で
監
査
委
員
を

退
任
し
た
こ
と
に
伴
い
、

議
員
選
出
の
監
査
委
員
と

し
て
新
た
に
岩
永
博
美
議

員
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
委
員
の
任
期
は
、

６
月
19
日
か
ら
議
員
の
任

期
満
了
で
あ
る
平
成
26
年

４
月
30
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。

（
全
会
一
致
）

議会運営委員会議会運営委員会

議会だより編集委員会議会だより編集委員会

委 員 長

委 員 長

副 委 員 長

副 委 員 長

松 本 賢 一

大 島 昌 弘

若 林 　 稔

岩永博美議員

吉 田 　 聡

坂 村 和 夫

髙 橋 芳 市

目 黒 民 雄

石 田 陽 一

伊 澤 　 剛

須 藤 　 勇

大 島 将 良

岩 永 博 美

　議会運営委員会は、定例会・臨時会において

会期の調整や日程事項など、議会の運営の全般

について、協議及び意見調整を行います。

　６月６日付けで議会広報特別委員会から名称

を変更しました。

　議会だより編集委員会は、議会の活動や意見

等を皆様に周知すべく、議会だよりの原稿作成

及び編集作業を行います。
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総務常任委員会総務常任委員会

教育福祉常任委員会教育福祉常任委員会

経済建設常任委員会経済建設常任委員会

委 員 長

委 員 長

委 員 長

副 委 員 長

副 委 員 長

副 委 員 長

野 田 善 一

塚 原 良 子

小谷野 晴 夫

磯 辺 香 代

石 田 陽 一

須 藤 　 勇

髙 橋 芳 市

吉 田 　 聡

大 島 昌 弘

若 林 　 稔

秋 山 幸 男

坂 村 和 夫

岩 永 博 美

岡 本 鉄 男

髙 山 利 夫

村 尾 光 子

松 本 賢 一

大 島 将 良

伊 澤 　 剛

倉 井 賢 一

目 黒 民 雄

　総務常任委員会は、総合政策部、

総務部、市民生活部、会計課及び

行政委員会事務局の所管する事項、

並びに他の常任委員会の所管に属

しない事項を調査・審査します。

　教育福祉常任委員会は、健康福

祉部及び教育委員会の所管に属す

る事項を調査・審査します。

　経済建設常任委員会は、産業振

興部、建設水道部及び農業委員会

事務局の所管に属する事項を調

査・審査します。
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小山広域保健衛生組合小山広域保健衛生組合

石 橋 地 区 消 防 組 合石 橋 地 区 消 防 組 合

栃木県南公設地方卸売市場事務組合栃木県南公設地方卸売市場事務組合

一部事務組合

一部事務組合

一部事務組合

本市議会から当組合議員に選ばれた議員（３人）

大島昌弘、野田善一、岡本鉄男

本市議会から当組合議員に選ばれた議員（５人）

髙橋芳市、須藤　勇、秋山幸男、
髙山利夫、目黒民雄　 　　　　

本市議会から当組合議員に選ばれた議員（１人）

石田陽一

　小山広域保健衛生組合は、小山市、下野市、上

三川町及び野木町の２市２町をもって組織してお

り、し尿処理に関する施設、ごみ処理に関する施

設、斎場及び火葬場の建設や管理運営に関する事

務、健康診断に関する事務、休日急患診療施設の

　石橋地区消防組合は、下野市、上三川町及び壬

生町の１市２町をもって組織しており、消防に関

する事務（消防団を除く）、液化石油ガス設備工

事届の受理に関する事務を共同処理しています。

　栃木県南公設地方卸売市場事務組合は、小山市、

栃木市、下野市、壬生町、野木町及び岩舟町の３

市３町をもって組織しており、地方卸売市場の設

置及び管理運営に関する事務を共同処理していま

す。

管理運営及び診療に関する事務を共同処理してい

ます。

　また、当組合の議会は、小山市７人、下野市３

人、上三川町２人、野木町２人の計14人で構成し

ており、組合に関することを議決しています。

　また、当組合の議会は、下野市６人（市議会議

員５人及び消防団長）、上三川町３人、壬生町３

人の計12人で構成しており、組合に関することを

議決しています。

　また、当組合の議会は、小山市５人、栃木市４

人、下野市１人、壬生町１人、野木町１人、岩舟

町１人の計13人で構成しており、組合に関するこ

とを議決しています。

所在地：小山市大字塩沢604番地

所在地：下野市下石橋246番地1

所在地：小山市大字下河原田954番地
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地
方
自
治
法
に
「
会

議
規
則
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
議
案
の
審

査
又
は
議
会
の
運
営
に

関
し
協
議
又
は
調
整
を

行
う
場
を
設
け
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
規
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

正
規
な
議
会
活
動
と
認

め
る
べ
く
、
下
野
市
議

会
会
議
規
則
を
一
部
改

正
し
、
「
議
員
全
員
協

議
会
」
、
「
正
副
委
員
長

会
議
」
及
び
「
議
会
だ

よ
り
編
集
委
員
会
」
を

規
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
ほ
か
、

協
議
等
の
場
を
臨
時
に

設
け
よ
う
と
す
る
と
き

は
議
会
の
議
決
で
決
定

す
る
こ
と
も
あ
わ
せ
て

規
定
し
ま
し
た
。

（
全
会
一
致
）

　

３
月
31
日
に
専
決
処
分

で
条
例
を
一
部
改
正
し
た

こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

■
下
野
市
税
条
例
の 

一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
点
は
、
市
民

税
の
申
告
に
お
け
る
手
続

き
の
簡
素
化
、
固
定
資
産

税
の
負
担
調
整
措
置
の
特

例
、
東
日
本
大
震
災
に
係

る
市
民
税
の
特
例
で
す
。

（
全
会
一
致
）

　平成24年度一般会計補正予

算案が提出され、全会一致で

可決しました。

　主な補正内容としては、国

庫補助及び緊急防災・減災事

業債を活用した祇園小学校の

屋内運動場屋根防水・天井改

修費等が計上されました。

　その結果、補正額は7685万

円の追加となり、予算総額は

206億2685万円となりました。

議
員
全
員
協
議
会
等
を

議
員
全
員
協
議
会
等
を

正
規
な
議
会
活
動
と
認
定

正
規
な
議
会
活
動
と
認
定

専
決
処
分
の

専
決
処
分
の

承
認
承
認

市
議
会
会
議
規
則
を
改
正

平成24年度補正予算

祇園小学校ほか屋内運動場の改修費を予算計上祇園小学校ほか屋内運動場の改修費を予算計上
第２回定例会
会 期 日 程
６月６日　本会議

　　　 【開会】

　　　 （議会の人事、議

案の説明）

７日　本会議（一般質問）

　　　正副委員長会議

８日　本会議（一般質問）

　　　議会運営委員会

11日　本会議

　　　 （議案の質疑、委

員会付託）

12日　総務常任委員会

　　　（付託案件審査）

13日　 経済建設常任委員

会（付託案件審査）

14日　 教育福祉常任委員

会（付託案件審査）

19日　本会議【閉会】

　　　（委員長報告、表決）

■
下
野
市
都
市
計
画
税

条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
点
は
、
都
市

計
画
税
に
お
け
る
住
宅
用

地
の
負
担
調
整
措
置
特
例

の
廃
止
等
で
す
。

（
全
会
一
致
）

■
下
野
市
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正

　

東
日
本
大
震
災
関
連
の

国
税
関
係
臨
時
特
例
法
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

地
方
税
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し

た
。

　

主
な
改
正
点
は
、
国
民

健
康
保
険
税
の
所
得
割
を

付
加
す
る
場
合
に
お
い
て
、

災
害
特
例
法
に
規
定
す
る

被
害
者
居
住
用
財
産
の
敷

地
を
譲
渡
し
た
場
合
の
長

期
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特

例
と
な
る
譲
渡
期
限
を
延

長
す
る
特
例
で
す
。

（
全
会
一
致
）

■平成24年度補正予算 （単位：千円）

会　計　名 補正額 補正後の予算額

一般会計 7685万0 206億2685万0

■一般会計補正予算の主な歳出 （単位：千円）

事　　業　　名 予　算　額

災害時活動拠点
非常用電源整備設計

500万0

古山小学校屋内運動場
改築設計

2152万5

祇園小学校屋内運動場屋根
防水・天井改修

2730万0

■市議会会議規則に新たに規定され正規な協議等の場となったもの

名　　称 目　　　的 構　　成　　員 招集権者

議員全員協議会
議会及び市政に関する重
要な事項の協議及び調整

全議員 議　長

正副委員長会議
委員会等の運営の基本的
事項等に関する協議及び
調整

議長、副議長、
各常任委員会委員長、副委員長、
議会運営委員会委員長、副委員長

議　長

議会だより
編集委員会

議会だよりの編集及び発
行に関する協議及び調整

議長が指名した議員 委員長
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第
２
回
定
例
会

住
民
基
本
台
帳
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
等

の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定

　

住
民
基
本
台
帳
法
が
改

正
さ
れ
、
外
国
人
も
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
次

の
関
係
す
る
条
例
を
改
正

し
ま
し
た
。

○
下
野
市
印
鑑
条
例

○
下
野
市
手
数
料
条
例

○
下
野
市
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
利
用
条
例

（
全
会
一
致
）

下
野
市
営
土
地
改
良
事

業
分
担
金
等
徴
収
条
例

の
制
定

　

本
市
が
行
う
土
地
改
良

事
業
に
要
す
る
経
費
に
充

て
る
た
め
、
事
業
に
よ
り

利
益
を
受
け
る
者
か
ら
分

担
金
等
を
徴
収
す
る
た
め

に
必
要
な
事
項
を
定
め
ま

し
た
。

（
全
会
一
致
）

平
成
23
年
度
繰
越
明
許

費
等
の
報
告

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
、

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
、
及
び
仁
良
川
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

計
に
お
い
て
、
左
の
と
お

り
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し

た
旨
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

条
例
条
例その
他

そ
の
他

請願・陳情の審議結果請願・陳情の審議結果

○
反　

対 
 

〔
村
尾
光
子
議
員
〕

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
は
言
い
つ
つ
も
経
費
節

減
が
主
眼
で
あ
り
、
指
定

管
理
者
の
も
と
で
働
く
従

業
員
の
労
働
条
件
が
悪
化

す
る
こ
と
は
容
易
に
推
察

さ
れ
る
。
短
時
間
労
働
者

が
ふ
え
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

が
し
に
く
く
な
る
。
ま
た
、

個
人
情
報
保
護
を
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
明
確
に
さ

れ
て
い
な
い
。
議
会
は
も
っ

と
慎
重
に
審
議
・
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
。

○
賛　

成 
 

〔
吉
田
聡
議
員
〕

　

図
書
館
は
専
門
性
を
特

に
必
要
と
す
る
施
設
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
司
書
を
初

め
と
す
る
専
門
性
の
高
い

人
材
を
今
以
上
に
確
保
で

き
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
。
ま
た
、

図
書
選
定
や
図
書
館
協
議

会
を
主
催
す
る
な
ど
、
市

の
主
体
性
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
案
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
な
ど
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な

が
る
も
の
と
受
け
と
め
て

い
る
。

図
書
館
運
営
を
指
定
管
理
方
式
へ

図
書
館
設
置
条
例
の
一
部
改
正

★
討
論
★
　市立図書館の管理運営について、

指定管理者制度の導入に向けての条

項を追加しました。

　平成25年４月から石橋図書館及び

国分寺図書館の２館を指定管理方式

とし、南河内図書館を直営方式の幹

事館として運営する方針です。

（賛成多数）

■平成23年度繰越明許費等

繰 越 明 許 費 名 繰越金額

一般会計繰越明許費 13億792万5100円

公共下水道事業特別会計繰越明許費 1630万円

仁良川地区土地区画整理事業
特別会計繰越明許費

1億3080万5271円

仁良川地区土地区画整理事業
特別会計事故繰越し

380万円

■平成24年第２回定例会において審議された請願・陳情

件　　　名 請　　願　　等　　の　　趣　　旨 紹介議員 審議結果

市民会館（多目的大ホール付）
の早期建設を求める請願

作品創造発展の場、舞台芸術活動の場、交流・出会い、憩いの場、そして下野市文化
の情報発信の拠点となる市民会館（多目的大ホール付）の早期建設を求める。

岩永博美
野田善一

趣旨採択

ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交
渉参加反対に関する陳情

国のＴＰＰ交渉参加阻止に向けて、政府関係機関に意見書の提出を求める。 なし 趣旨採択

市道2-10号線（古口自動車
～国道352号線まで）の整備
を求める請願

車の通行量がふえ、大型車の通行増加による道路のでこぼこが進み、雨水の水たまり
が多くなり住宅地への流入もある。また、通学時に水たまりを避けながら通学してい
る状況のため、早急な整備を要望する。

石田陽一
岩永博美
坂村和夫
倉井賢一
須藤　勇

採択

「緊急事態基本法」の早期制
定を求める意見書提出を求
める陳情

外国からの侵略やテロ、大きな災害など、国家の独立と安全における危機や、国民の
生命・財産が脅かされる事態に対応するため国として迅速かつ適切に対処するための
基本法である、「緊急事態基本法」の制定を要望する。

なし 不採択

基地対策関係予算の増額等
を求める意見書提出を求め
る陳情

自衛隊基地交付金及び調整交付金について、今年度は固定資産税の評価替えの年度に
あたるため、平成25年度予算において増額すること。また、基地周辺対策経費の所要
額の確保、補助対象施設及び範囲の拡大等の適用基準の緩和を図ることを要望する。

なし 採択

※ 市民会館については、趣旨には賛同できるものの、
本市の財政状況を慎重に見極める必要があることか
ら、趣旨採択としました。

※ ＴＰＰについては、趣旨には賛同できるものの、１年
前にほぼ同一内容の意見書を提出していることから、
趣旨採択としました。

南河内図書館南河内図書館
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市
立
図
書
館
を
民

間
に
委
託
し
た
場

合
、
現
在
と
同
じ
機
能
や

サ
ー
ビ
ス
は
得
ら
れ
る
の

か
。
単
に
経
費
削
減
だ
け

を
考
え
る
と
心
配
だ
が
ど

う
か
。

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
や
開
館
時
間

等
の
拡
大
、
人
件
費
削
減

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

指
定
管
理
者
の
公
募
に
際

し
て
は
、
利
用
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
が
後
退
し
な
い

よ
う
な
条
件
を
付
け
る
。

住
民
基
本
台

帳
に
は
住
民

基
本
台
帳
法
に
よ
り

日
本
国
籍
の
方
が
記

録
さ
れ
て
お
り
、
外

国
人
の
方
は
外
国
人

登
録
法
に
よ
り
登
録

さ
れ
て
い
る
。
住
民

基
本
台
帳
法
が
改
正

さ
れ
、
外
国
人
登
録

法
が
廃
止
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
外
国
人
の

方
も
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
こ
の
法
が
施
行

さ
れ
る
本
年
７
月
９
日
か

ら
、
本
市
の
人
口
は
６
万

人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ

る
。

常任委員会常任委員会
審 査 報 告審 査 報 告
常任委員会常任委員会
審 査 報 告審 査 報 告
常任委員会
審 査 報 告

経済
建設
市
が
行
う
土
地
改
良
事
業
に
お
け
る

土
地
改
良
区
の
負
担
割
合
は

総務

本
市
の
人
口
が
６
万
人
を
超
え
る

教育
福祉
図
書
館
の
民
間
委
託
は
サ
ー
ビ
ス

低
下
を
招
か
な
い
か

各常任委員会の審査状況を報告します

現
在
、
外
国
人
は

人
口
に
集
計
さ
れ

て
い
な
い
が
、
住
民
基
本

台
帳
法
の
改
正
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

問
下
野
市
営
土
地
改

良
事
業
分
担
金
等

徴
収
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
市
が
行
う
土
地
改
良

事
業
に
お
け
る
土
地
改
良

区
の
負
担
割
合
を
伺
う
。

問

委

員

会

報

告

総務常任委員会

経済建設常任委員会

答団
体
営
土
地
改
良

事
業
で
の
施
工
の

た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
、

国
50
％
、
県
15
％
、
市
10

％
と
な
り
、
土
地
改
良
区

は
25
％
の
負
担
区
分
で
進

め
て
い
る
。

答

問
民間委託が予定されている国分寺図書館(左)と石橋図書館(右)

■住民基本台帳人口（H24.7.9現在）

人　口 ６０, ２１９ 人

男 ２９, ９７１ 人

女 ３０, ２４８ 人

世　帯 ２１, ９６３ 世帯

外国人383人が住民基本台帳に記録された

答
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一
般
会
計
補

正
予
算
に
計

上
さ
れ
て
い
る

｢

災

害
時
活
動
拠
点
非
常

用
電
源
整
備
事
業
」

に
つ
い
て
、
内
容
と

費
用
に
つ
い
て
伺
う
。

国
分
寺
庁
舎

が
災
害
等
の

影
響
で
災
害
対
策
本

部
と
し
て
の
機
能
が

果
た
せ
な
い
場
合
、

ゆ
う
ゆ
う
館
が
代
替

教育
福祉
発
電
装
置
設
置
工
事
の
設
計
に
５
０
０
万
円
の
計
上
は
高
額

で
は
な
い
か

総務

亘わ
た

理り

町ち
ょ
う

と
の
災
害
時
の
相

互
応
援
協
定
の
見
通
し
は

問答

宮
城
県
亘
理
町
と
の

災
害
時
の
相
互
応
援

協
定
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺

う
。

災
害
協
定
を
進
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
亘
理
町
で
は
平
成
24
年

度
を
復
興
元
年
と
位
置
づ
け
、

今
年
度
よ
り
新
庁
舎
の
建
設

も
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
時
間

を
か
け
て
協
議
し
て
い
く
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

問答

委

員

会

報

告

教育福祉常任委員会

ゆうゆう館に非常用発電装置を整備する

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
さ

れ
て
い
る
。
ゆ
う
ゆ
う
館

が
災
害
時
の
対
策
活
動
拠

点
施
設
と
し
て
の
機
能
が

果
た
せ
る
よ
う
、
非
常
用

発
電
装
置
を
整
備
す
る
。

工
事
費
は
２
５
０
０
か
ら

３
０
０
０
万
円
を
予
定
し

て
お
り
、
工
事
費
と
他
の

電
源
設
備
等
を
参
考
に
設

計
費
５
０
０
万
円
を
計
上

し
た
。

５月 　
２日　議会基本条例策定小委員会

15日　経済建設常任委員会

22日　教育福祉常任委員会

23日　全国市議会議長会定期総会（東京都）

　　　福島県喜多方市議会視察来庁

　　　（議会広報について）

24日　議員全員協議会

28日　議会基本条例策定小委員会

30日　議会運営委員会

６月 　

６～19日　第２回定例会

19日　議員全員協議会

　　　議会だより編集委員会

28日　教育福祉常任委員会

29日　栃木県南公設地方卸売市場事務組合議会臨時会

７月 　

２日　議会だより編集委員会

４日　議会基本条例策定小委員会

６日　議会改革調査特別委員会研修会（下野市）

（議会改革と議会基本条例について）

10日　総務常任委員会

11日　経済建設常任委員会

17日　議員全員協議会

18日　議会基本条例策定小委員会

19日　石橋地区消防組合議会臨時会

20日　栃木県市議会議長会研修会（下野市）

（地域主権改革と地方議会への期待）

24日　議会運営委員会

26日　議会だより編集委員会

31日　議会だより編集委員会

市議会本会議の会議録が検索できます

①ホームページで閲覧（市ホームページからも入れます）

　会議録検索システム

　http://www.kaigiroku.net/kensaku/
　 shimotsuke/shimotsuke.html

②市内３図書館で冊子を閲覧
　・南河内図書館　・石橋図書館　・国分寺図書館

※ 会議録作成に時間を要するため、若干遅延する場

合がございますが、ご了承願います。

議 会 の 動 き
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　第２回定例会では、７人の議　第２回定例会では、７人の議
員が市政に対し、一般質問を行員が市政に対し、一般質問を行
いました。質問と答弁の内容をいました。質問と答弁の内容を
要約して掲載します。なお、紙要約して掲載します。なお、紙
面の都合により、掲載は１人に面の都合により、掲載は１人に
つき１項目とし、ほかの質問事つき１項目とし、ほかの質問事
項は項目のみ掲載しております。項は項目のみ掲載しております。
また、文章は 「である調」 に統また、文章は 「である調」 に統
一しています。一しています。宮城県亘理町の震災がれき（平成23年６月当時）

東
日
本
大
震
災
の
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
は

　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
で
検
討
す
る

「
災
害
廃
棄
物
」処
理

な
く
し
て
被
災
地
の

復
興
は
あ
り
得
な
い
と
思
う
。

本
市
は
条
件
付
き
で
災
害
廃

棄
物
を
受
け
入
れ
る
と
あ
る

が
、
そ
の
条
件
と
は
何
か
。

ま
た
、
宮
城
県
亘
理
町
と
災

害
協
定
締
結
を
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

市
長　

本
市
の
ご
み

処
理
は
、
小
山
広
域

保
健
衛
生
組
合
で
広
域
処
理

を
し
て
い
る
。
災
害
廃
棄
物

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
構

成
市
町
で
考
え
を
統
一
し
、

次
の
４
点
を
条
件
と
し
て
い

る
。
①
焼
却
施
設
の
処
理
能

力
を
確
保
す
る
た
め
、
住
民

協
力
に
よ
る
ご
み
減
量
を
実

現
す
る
こ
と
。
②
地
元
並
び

に
小
山
市
・
野
木
町
・
下
野

市
議
会
の
同
意
を
得
ら
れ
る

こ
と
。
③
処
理
す
る
廃
棄
物

に
放
射
能
汚
染
が
な
い
こ
と
。

④
焼
却
灰
は
持
ち
帰
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
。
以
上
の
条
件

を
ク
リ
ア
し
、
受
け
入
れ
が

可
能
か
検
討
し
て
い
る
。

　

災
害
協
定
は
、
本
市
と
亘

理
町
で
締
結
に
向
け
て
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
る
の
で
、
亘
理
町
復
興

の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
進

め
て
い
る
。

目黒民雄 議員

１ ．東日本大震災の災害廃棄物に

ついて

問問
答

答

10
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公開プレゼンテーションで説明する市民団体

学校適正化配置に関する地元説明会（国分寺西小）

市
民
活
動
補
助
金
と
既
存
の
補
助
金
の
違
い
は
何
か

　

既
存
補
助
金
は
特
定
の
団
体
へ
。
新
制
度
は
公
募
型

「
学
校
適
正
化
配
置
」
の
実
施
目
標
年
度
は

　

平
成
25
年
度
を
め
ど
に
、
基
本
計
画
を
策
定
す
る

総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
の
重
点
戦
略
で

あ
る
「
市
民
活
動
補
助
事

業
」
が
始
ま
っ
た
。
市
民
等

５
人
で
構
成
す
る
選
考
会
の

審
査
を
経
た
公
益
性
の
高
い

自
主
的
活
動
に
対
し
交
付
さ

れ
、
事
業
終
了
後
は
効
果
の

報
告
を
求
め
る
と
い
う
。
既

に
予
算
化
さ
れ
て
い
る
既
存

の
補
助
金
と
の
違
い
は
何
か
。

市
長　

既
存
の
補
助

金
は
特
定
の
団
体
や

特
定
の
事
業
に
対
す
る
も
の
。

市
民
活
動
補
助
事
業
は
公
募

型
の
補
助
制
度
で
あ
る
。

市
民
が
自
主
的
に
公

益
的
活
動
を
す
る
と

い
う
意
味
で
は
同
じ
な
の
に
、

市
民
活
動
補
助
事
業
で
は
企

画
書
初
め
多
く
の
書
類
と
公

開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

求
め
ら
れ
る
。
既
存
の
活
動

費
補
助
金
も
同
様
の
公
平

性
・
透
明
性
が
求
め
ら
れ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

現
在
、
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る

事
業
は
、
町
か
ら
市
に
な
る

中
で
見
直
し
な
が
ら
も
継
続

し
て
き
た
大
事
な
事
業
で
あ

る
。
今
度
は
市
民
が
独
自
に

始
め
る
も
の
を
育
て
る
も
の

で
あ
る
。 学

校
適
正
配
置
検
討

委
員
会
か
ら
の
最
終

答
申
に
は
学
校
の
統
廃
合
、

通
学
区
域
の
変
更
が
示
さ
れ
、

子
ど
も
、
保
護
者
、
地
域
の

方
は
大
き
な
不
安
を
持
っ
て

い
る
。
実
施
目
標
年
度
を
伺

う
。

教
育
長　

平
成
24
年

度
は
素
案
を
作
成
し
、

保
護
者
等
の
関
係
者
に
対
す

る
説
明
会
を
行
い
、
意
見
を

伺
う
機
会
を
持
つ
こ
と
に
努

め
る
。
そ
の
後
、
そ
れ
ら
の

意
見
等
を
も
と
に
素
案
を
調

整
し
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
行
い
、
25
年
度
を
め
ど
に

基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
き

た
い
。

小
規
模
校
ほ
ど
地
域

と
密
着
し
て
お
り
、

統
廃
合
後
の
地
域
の
つ
な
が

り
、過
疎
化
が
心
配
だ
。「
少

子
化
、
人
口
減
少｣

に
危
機

感
を
持
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

市
長　

地
域
が
子
ど

も
を
育
て
て
い
く
と

い
う
観
点
を
し
っ
か
り
と
踏

ま
え
、
子
ど
も
に
と
っ
て
一

番
よ
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
下
野
市
の

安
全
安
心
を
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
、
新
た
な
方
々
に

住
ん
で
い
た
だ
け
る
施
策
の

展
開
を
考
え
て
い
き
た
い
。

磯辺香代 議員

１ ．市民活動補助事業について

吉田　聡 議員

１．学校適正化配置について

２ ．小中学校における緊急時の

連絡体制は

３ ．食品の放射線物質測定器の

設置を
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市内64カ所に設置されている屋外拡声器

審
議
会
等
委
員
選
任
指
針
の
適
正
な
運
用
を

　

運
用
を
精
査
、
整
理
し
改
善
策
を
検
討
す
る

屋
外
拡
声
器
で
情
報
が
と
れ
な
い
地
域
へ
の
対
応
は

　

手
段
の
多
様
化
を
図
り
確
実
な
情
報
伝
達
を
し
て
い
く

「
市
民
参
画
に
よ
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
」、
ま
た
民
間
の
知

見
を
積
極
的
に
活
用
す
る
観

点
と
、
市
民
の
意
思
を
施
策

に
反
映
す
る
た
め
に
審
議
会

等
は
不
可
欠
。
し
か
し
、
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
指
針
の

適
正
な
運
用
が
な
さ
れ
ず
、

各
所
管
な
し
崩
し
に
な
っ
て

い
る
。
今
後
は
、
委
員
の
任

期
・
兼
任
・
次
々
と
同
一
人

物
の
就
任
の
問
題
・
若
年
層

の
委
員
比
率
の
明
確
化
、
公

募
方
法
等
、
一
元
管
理
で
指

針
の
適
正
な
運
用
と
、
幅
広

い
人
材
の
登
用
を
求
め
る
。

市
長　

委
員
の
兼
任

の
問
題
は
団
体
を
代

表
す
る
会
長
等
が
推
薦
さ
れ

る
場
合
、
専
門
性
が
求
め
ら

れ
る
場
合
に
お
い
て
生
じ
る
。

若
年
層
の
参
加
は
開
催
時
間

を
配
慮
す
る
。
今
後
は
公
募

の
在
り
方
等
、
運
用
を
精
査
、

整
理
し
改
善
策
を
検
討
す

る
。
ま
た
名
簿
は
書
式
の
統

一
を
し
て
、
指
針
の
適
正
運

用
、
充
実
の
た
め
一
元
管
理

も
実
施
す
る
方
向
で
検
討
す

る
。
さ
ら
に
、
審
議
会
等
の

活
性
化
を
図
る
た
め
公
募
や

周
知
方
法
を
工
夫
、
改
善
す

る
と
と
も
に
、
市
政
情
報
を

発
信
し
、
市
民
参
加
の
推
進

に
取
り
組
む
。

本
市
で
は
、
合
併
後

素
早
く
、
市
内
64
カ

所
に
屋
外
拡
声
器
を
設
置
し

た
。
ま
た
昨
年
の
東
日
本
大

震
災
と
原
発
事
故
に
よ
る
停

電
や
そ
の
後
の
計
画
停
電
等

を
踏
ま
え
、
平
成
23
年
第
２

回
定
例
会
に
お
い
て
防
災
情

報
伝
達
シ
ス
テ
ム
用
蓄
電
器

設
置
費
１
７
５
０
万
円
を
補

正
予
算
計
上
し
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

き
た
こ
と
は
評
価
を
し
て
い

る
が
、
屋
外
拡
声
器
の
放
送

内
容
が
聞
き
取
り
に
く
い
地

域
が
あ
る
。
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長　

設
置
場
所
か

ら
離
れ
た
地
域
で
、

放
送
内
容
が
聞
き
取
り
に
く

い
所
が
あ
る
こ
と
は
承
知
を

し
て
い
る
。
屋
外
拡
声
器
だ

け
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
、

災
害
発
生
の
際
は
、
市
広
報

車
・
市
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ

ム
や
栃
木
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ

ル
放
送
の
活
用
、
ま
た
消
防

団
・
自
主
防
災
組
織
等
人
的

資
源
の
活
用
な
ど
、
伝
達
手

段
の
多
様
化
を
図
り
な
が
ら
、

確
実
な
情
報
伝
達
を
図
っ
て

い
く
。

塚原良子 議員

１ ．「審議会等委員選任指針」の運

用を精査し、人材登録システム

を構築し、幅広い人材の登用を

小谷野晴夫 議員

１ ．災害対策及び防災対策につい

て
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市民が参画している各委員会
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高
齢
者
虐
待
防
止
策
は
万
全
か

　

市
独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
検
討
す
る

（仮称）薬師寺地域交流センター建設予定地（薬師寺地内）

（
仮
称
）薬
師
寺
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
に
完
成
を
考
え
て
い
る

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た

高
齢
者
虐
待
相
談
は
平
成
22

年
度
１
６
６
件
、
23
年
度
１

５
０
件
と
の
報
告
が
あ
る
。

①
虐
待
相
談
へ
の
対
応
策
及

び
緊
急
を
要
す
る
場
合
の
対

処
策
は
ど
の
よ
う
か
。
②
休

日
・
夜
間
の
虐
待
相
談
は
誰

が
担
っ
て
い
る
の
か
。
市
の

責
務
と
し
て
３
６
５
日
、
24

時
間
体
制
を
整
備
さ
れ
た
い
。

市
長　

①
高
齢
者
虐

待
防
止
法
に
基
づ
く

相
談
窓
口
は
高
齢
福
祉
課
で
、

気
軽
に
相
談
で
き
る
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
あ
る
。

通
報
・
相
談
が
あ
り
、
虐
待

を
確
認
し
、
県
高
齢
者
虐
待

防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い

て
対
応
し
た
案
件
は
平
成
22

年
度
18
件
、
23
年
度
10
件
で

あ
っ
た
。
対
応
困
難
な
ケ
ー

ス
は※

地
域
ケ
ア
会
議
を
開
催

し
、
高
齢
者
の
健
康
や
経
済

状
態
、
家
庭
環
境
等
総
合
的

な
観
点
か
ら
対
策
を
講
ず
る
。

緊
急
事
態
は
警
察
、
消
防
と

の
連
携
に
よ
り
市
職
員
が
対

応
し
、
入
所
・
一
時
保
護
等

の
措
置
を
講
ず
る
。
②
24
時

間
相
談
体
制
は
現
在
は
留
守

番
電
話
対
応
だ
が
、
市
独
自

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
高
齢

者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
の
中
で
検
討
す
る
。

（
仮
称
）薬
師
寺
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
の
施

設
、
内
容
等
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。
そ
し
て
、
市
民
の
要

望
と
し
て
老
人
や
幼
児
が
触

れ
合
え
る
よ
う
な
芝
生
の
あ

る
広
場
と
地
域
共
有
物
の
山

車
な
ど
が
保
管
で
き
る
施
設

も
一
緒
に
併
設
し
て
も
ら
い

た
い
。

市
長　

総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
の
中
で

重
点
戦
略
に
位
置
づ
け
さ
れ

地
域
の
皆
様
が
利
用
す
る
交

流
施
設
と
し
て
整
備
す
る
も

の
で
あ
る
。
施
設
の
内
容
と

し
て
は
、
ホ
ー
ル
、
和
室
、

研
修
室
、
会
議
室
等
を
備
え
、

消
防
器
具
置
き
場
や
地
域
共

有
物
な
ど
を
収
納
で
き
る
備

蓄
倉
庫
を
兼
ね
備
え
た
広
場

等
を
設
定
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。
管
理
運
営
に
つ

い
て
は
、
指
定
管
理
制
度
の

導
入
を
考
え
て
い
る
。
今
後
、

運
営
協
議
会
等
の
設
置
と
施

設
の
具
体
的
な
内
容
、
規
模

等
に
つ
い
て
は
、
地
元
自
治

会
と
協
議
を
し
て
い
く
。
平

成
24
年
度
に
埋
蔵
文
化
財
調

査
、
25
年
度
に
基
本
設
計
に

入
り
、
27
年
度
に
は
完
成
の

運
び
と
な
る
よ
う
に
考
え
て

い
る
。

村 尾 光 子 議員

１ ．高齢者虐待防止にどう取り組
んでいるか
２ ．地域密着型特養ホーム整備は
多床型併設とされたい
３ ．地域包括ケアシステムはどの
ように構築するのか
４．市民参画の一層の推進を求める

大島昌弘 議員

１．農地の排水対策について

２． （仮称）薬師寺地域交流セン

ターについて
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※地域ケア会議… ケアマネージャー、介護保険サービス事業者、医療機関、民生委員、福祉事務所
等で構成する

地域包括支援センターみなみかわちのスタッフ
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議

会

改

革

第
７
回
委
員
会

第
７
回
委
員
会

４
月
23
日

　

４
月
23
日
、
第
７
回
目

の
委
員
会
を
開
き
、「
議
会

基
本
条
例
策
定
小
委
員
会

検
討
経
過
報
告
」
「
議
員

　

議
会
改
革
調
査
特
別

委
員
会
は
、
議
会
機
能

の
あ
り
方
、
組
織
構
成

及
び
報
酬
等
議
会
改
革

に
関
す
る
調
査
研
究
を

目
的
と
し
、
議
長
を
除

く
全
議
員
で
構
成
し
て

い
ま
す
。

　

当
委
員
会
の
審
議
状

況
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

７月６日　国分寺公民館

議会改革調査特別委員会

定
数
と
報
酬
に
つ
い
て
」

に
つ
い
て
協
議
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
策
定
小

委
員
会
の
野
田
善
一
リ
ー

ダ
ー
は
、「
議
員
間
討
議
を

協
議
す
る
中
で
会
派
に
つ

い
て
意
見
が
出
て
い
る
の

で
、
議
会
改
革
調
査
特

別
委
員
会
で
の
検
討
事

項
と
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
報
告
し
、
今
後
、

こ
の
特
別
委
員
会
で

「
会
派
制
の
導
入
に
つ

い
て
」
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
議
員
定
数
と

報
酬
に
つ
い
て
は
、「
定

数
を
削
減
し
報
酬
を
上

げ
て
は
ど
う
か
」「
定
数

を
削
減
す
る
と
委
員
会

な
ど
で
の
議
論
が
不
十

分
に
な
る
」
な
ど
活
発

な
意
見
が
あ
り
、
今
後
、

さ
ら
に
議
論
を
し
て
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

７
月
６
日
、
国
分
寺
公

民
館
に
お
い
て
、
議
会
基

本
条
例
策
定
の
た
め
の
議

員
研
修
会
と
し
て
、
東
京

大
学
名
誉
教
授
の
大
森
彌

わ
た
る

先
生
を
講
師
に
お
招
き
し

て
、
「
議
会
改
革
と
議
会

基
本
条
例
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
議
員
研
修
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

議
会
改
革
は
市
執
行
部

と
の
関
連
は
も
ち
ろ
ん
、

市
民
と
の
関
連
も
強
い
こ

と
か
ら
、
市
幹
部
職
員
等

や
市
民
に
も
参
加
を
募
り
、

総
勢
55
名
の
方
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
森
先
生
は
、
議
会
基

本
条
例
は
、
「
自
主
的
な

も
の
で
あ
り
、
地
方
自
治

法
を
わ
か
り
や
す
く

す
る
も
の
」
「
条
例

は
た
だ
つ
く
る
の
で

は
な
く
、
つ
く
る
意

味
を
き
ち
ん
と
考
え

る
こ
と
が
大
事
」
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
と
執
行

部
と
の
関
係
の
重
要

性
を
詳
し
く
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

本
市
議
会
の
基
本

条
例
を
策
定
す
る
に

当
た
り
、
と
て
も
有
意
義

な
研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
な
お
一
層
、
議
会

改
革
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

ただいま基本骨子を検討中

議会基本条例議会基本条例
議会基本条例策定小委員会

　議会基本条例策定小委員会（議会改革調

査特別委員会の下部組織で８人の議員で構

成）では、平成25年９月に議会基本条例制

定を目標に条例案の検討をしております。

　これまで８回の小委員会を行い（７月末

時点）、本市議会の問題点の整理や先進市

の事例研究を行いました。現在は、条例基

本骨子の検討を進めています。

議会基本条例について研修会を行いました議会基本条例について研修会を行いました

小委員会の報告をする野田リーダー 委員会での協議のようす

研修会のようす

会
派
制
導
入
を
検
討
へ

会
派
制
導
入
を
検
討
へ

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
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議
会
改
革
調
査

議

会

だ

よ

り

議
会
だ
よ
り
の
視
察
を
受
け
ま
し
た

議
会
だ
よ
り
の
視
察
を
受
け
ま
し
た

皆様のご要望を市議会にお知らせください
　市議会に要望はありませんか。市民の皆様のご要望

等について、市議会へ要望書を提出して議会で話し

合ってもらう制度があります。

　紹介議員があるものを請願といい、紹介議員がない

ものを陳情といいます。

①必ず書面で作成してください。

②提出年月日を記載してください。

③ 請願（陳情）者の住所及び氏名を記載し、押印して

ください。

④ 請願の場合は、１人以上の紹介議員の氏名を本人直

筆で記載し、押印してください。（陳情の場合は不要）

⑤ 題名を記載してください。（紹介議員がいる場合は

請願、いない場合は陳情としてください）

⑥ 請願（陳情）の要旨及び理由を明記してください。

内容は簡潔に、わかりやすく記載してください。

⑦ 資料等（グラフ・表・地図・図面等）があれば添付

してください。

　請願・陳情は文書にて定例会開会日の14日前までに

直接議会事務局までご提出ください。

　ただし、郵送での提出は不可とします。

請 願・ 陳 情 の 提 出 の し か た請 願・ 陳 情 の 提 出 の し か た

請願に賛成する経済建設常任委員会の委員

例
平成　年　月　日

下野市議会議長あて

　　　　　　　請願（陳情）者 

　　　　　　　　　　　住所 

　　　　　　　　　　　氏名 ㊞
　　　　　　　紹介議員氏名 ㊞

○○○に関する請願（または陳情）

（要旨及び理由） 

 

喜多方市議会議会だより編集委員会の皆様

説明する小谷野前委員長（左）と吉田副委員長

５
月
23
日

福
島
県
喜
多
方
市
議
会

　

５
月
23
日
、
福
島
県
喜

多
方
市
議
会
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会
の
皆
様
が
市

役
所
国
分
寺
庁
舎
に
来
庁

さ
れ
ま
し
た
。

　

視
察
内
容
は
「
議
会
だ

よ
り
の
編
集
に
つ
い
て
」

で
あ
り
、
本
市
が
誕
生
し

て
初
め
て
の
議
会
だ
よ
り

に
関
す
る
視
察
受
け
入
れ

で
し
た
。
本
市
の
議
会
だ

よ
り
が
外
部
か
ら
評
価
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

会
議
で
は
、
本
市
の
議

会
広
報
特
別
委
員
会
（
現

在
は
「
議
会
だ
よ
り
編
集

委
員
会
」
）
の
小
谷
野
（
前

委
員
会
）
委
員
長
と
吉
田

副
委
員
長
が
中
心
に
視
察

の
対
応
を
し
ま
し
た
。
紙

面
の
作
成
に
お
け
る
編
集

委
員
会
の
進
め
方
、
原
稿

の
つ
く
り
方
、
編
集
方
針

な
ど
を
ひ
と
と
お
り
説
明

し
た
後
、
喜
多
方
市
議
会

の
委
員
か
ら
活
発
な
質
疑

を
受
け
て
回
答
す
る
な
ど
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

本
市
に
と
っ
て
も
、
有
意

義
な
視
察
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
喜
多
方

市
の
議
会
だ
よ
り
が
、
さ

ら
に
よ
い
も
の
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
、
ま
た
、
本

市
の
議
会
だ
よ
り
も
も
っ

と
充
実
し
た
も
の
と
な
る

よ
う
、
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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下
野
市
議
会
だ
よ
り
№
25

平
成
24
年
８
月
15
日
発
行　

年
４
回
発
行

〒
３
２
９
ー

０
４
９
２ 

栃
木
県
下
野
市
小
金
井
１
１
２
７
番
地

電
話
０
２
８
５

（40）
５
５
６
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
８
５

（40）
５
５
６
７

第第３３回定例会回定例会

８８月月2929日日㈬㈬
開会予定開会予定

議
会
だ
よ
り
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

①
紙
面
は
見
や
す
か
っ
た
で
す
か
。

　

•
見
や
す
い　
　

•
普
通　
　

•
見
に
く
い

②
印
象
に
残
っ
た
記
事
は
何
で
す
か
。

（
複
数
回
答
可
）

　

•
議
会
人
事
改
選
の
記
事

　

•
常
任
委
員
会
審
査
報
告
の
記
事

　

•
市
政
を
た
だ
す
一
般
質
問

　

•
議
会
改
革
に
関
す
る
記
事

　

•
そ
の
他

③
ご
意
見
・
ご
感
想
を
自
由
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

※
ご
意
見
、
ご
感
想
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
、

電
話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
よ
り
１

年
５
カ
月
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
い
ま
だ
行
方
不
明

者
の
捜
索
が
行
わ
れ
て
お

り
、
復
旧
作
業
も
ま
だ
ま

だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
で

す
。
当
市
議
会
に
お
い
て

も
、
こ
れ
か
ら
も
支
援
を

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
こ

と
し
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
多

発
し
、
家
屋
の
床
下
浸
水

や
道
路
冠
水
、
農
地
の
浸

水
に
よ
り
多
く
の
被
害
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
議
会
と

し
て
も
市
民
の
安
全
、
安

心
の
確
保
と
、
財
産
の
保

全
に
全
力
を
尽
く
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
定
例
会
に
お
い
て
、

正
副
議
長
の
改
選
が
行
わ

れ
、
各
常
任
委
員
会
と
一

部
事
務
組
合
議
会
の
議
員

の
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
広
報
特
別
委

員
会
は
、
議
会
だ
よ
り
編

集
委
員
会
に
名
称
を
変
え
、

編
集
委
員
も
新
メ
ン
バ
ー

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

よ
り
一
層
、
市
民
に
親
し

ま
れ
る
広
報
紙
を
目
指
し

て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
大
島
昌
弘
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委 

員 

長　

大
島　

昌
弘

副
委
員
長　

吉
田　
　

聡

委　
　

員　

髙
橋　

芳
市

石
田　

陽
一

須
藤　
　

勇

岩
永　

博
美

次
号（
第
26
号
）は
11
月
15
日
に
発
行
し
ま
す

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？
　次回、平成24年第３回定例会は、８月29日㈬の　次回、平成24年第３回定例会は、８月29日㈬の
開会を予定しております。開会を予定しております。
　主に、平成23年度各会計の決算認定を行います。　主に、平成23年度各会計の決算認定を行います。
　傍聴を希望される方は、本会議当日、市役所国　傍聴を希望される方は、本会議当日、市役所国
分寺庁舎３階議会事務局前に直接お越しください。分寺庁舎３階議会事務局前に直接お越しください。
その際、備え付けの受付票に住所・氏名を記入し、その際、備え付けの受付票に住所・氏名を記入し、
受付箱に投函していただきます。受付箱に投函していただきます。

16

詳しい日程は決定次第、市ホームページ

でお知らせいたします。
http://www.city.shimotsuke.lg.jp

残
暑
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

下
野
市
議
会
議
員
一
同

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
、
あ
い
さ
つ

状
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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